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１．研究の取組状況 

国際栄養食文化健康研究所食・栄養・健康部門は，「栄養学を基盤とする食・健康関連分野の国際的な学術研究を

通じ，本学及び地域社会の発展に寄与」することをめざす国際栄養食文化健康研究所の部門の一つである．本部門

は，栄養は食と健康を結びつけるはたらき・現象であるという基本を重視して研究開発を行い，国際的に通用する

学術的価値の高い成果を得て，公表・情報発信し，栄養の実践活動に役立て，社会貢献を果たすことを目的として

取り組んでいる．本学の人的・物的資源を活用し，学外研究者とも連携し，若手教員の研究支援に力を入れ，かつ

競争的学外研究資金の獲得に努め，本学の研究活性化の推進力となり，本学のブランド力向上に寄与するようめざ

している．主に，今の日本が抱える様々な健康問題（肥満，糖尿病，循環器疾患，骨粗鬆症等の生活習慣病，食物

アレルギー等）への食・運動の関わりの解明，食の安心・安全確保に向けた取組みである．とくに，研究開発の成

果の実用化に際し，有効性・安全性を科学的知見に基づいて適確に評価するための科学であるレギュラトリーサイ

エンスの視点に立って，分子レベルでの解析から，細胞・動物実験，人対象試験等の手法でこれらの課題に取組ん

だ． 

２．研究の成果・概要および公表実績・予定（年月日、開催場所、方法等） 

食・栄養・健康部門の構成員はこれまで，レギュラトリーサイエンスの視点に立ち， “細胞内糖代謝”，“α－リポ酸等”，

“糖尿病関連疾患と食事因子”， “食物繊維・難消化吸収性糖質”の有用性評価，“食物アレルゲンタンパク質の理化学的

性質の解明とアレルゲン性低減化”，“健康維持・増進への食・運動の相互効果”等を対象とする課題に取り組み，下記成

果（最近の一例）を上げた．研究成果の公表・情報発信をとおして，研究部門の目的達成はもとより、産官学連携の基盤固

め、延いては本学のブランド力向上に寄与してきた．なお，若手研究員への支援を考慮し，要望のあった研究員への経費

補助を行った．  
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